
法医学研究室

［法医学とは］

i去医学は、 医と伝との多数の接点において、 医学的見地からこれらしこ灼し公戸に判断を下し、 甚本的人

樅を掠虞ナるなかで、 民主的法治国家の安全に寄与していく学間で主主た、 臨床医学の進歩、 および社

会制反の変遷にともだいその対蒙給団を批張し、 汀だ心間類点を発罰し、 これらの閤題（こ積極的に 1悶わり

得られた氾政I.I見を基に斯たな科学的な提言を打っていくことが求められていますー， したがって、 仏医学の

研究領域は広く、 さらに、 時代の進展に伴う専門分化のために、 その奥臼きも益々深く心っていまず e 医

学偵域では碁礎医学から［睾床医学の全ての領域が法医学の関連頌域であると言っても褐言ではありません。

注医学は、 「 砂；医鱚音LJ 、 すなわら死体を扱う匹学」で旦なく、 嘉閃区学と［靡床区学の境界に伯置する法医学

の立場からの先畠医療・終末乳月 1五療紅携わる臨床各科への指摘・提言を頂して、 その発度に栢極的に寄与

ナベきもので、 法医学が健全に機能している社会こそが民主主義国家であるといえ主ずッ

［研究の概要］

仙究活勁は、 王としてサリン、 ソマン類似物質を中心とずる袢経剤、 パ フコー ト、 ジクソットなどのア

ルキJレジピリジリウム塩系戻薬を対象とした中鴨病態生理学および薬鴨物の迅速検査i去開発に閉ナる研究、

蒙毒物の摂11訊履歴証明［こ関する研究、 臨床法医学的研究が進められていよずっ

(1)神経剤の号「コリン殻翫性発現機励

1995乍3月に発生した地下鉄サリン事件で旦、 12名の死者と .sooo 人を超える急竺中毒患者を出しだ夫

貧有の大惨事となりましだ 当時は法医学の頒域では、 サリン中甕リ戸可‘仏附糾例リ）賛告は熊く、 辛うじて

肖戸：にに松本サリン事件の3例の智剖例があったの力でしだ。 松本の事例では散布されたサリンの濃度が高

かった1こめ、 3例のうら2例の旧液中からサりンの加水分解産物であるイソプロピ゜Jレメチルソオスソォン

酸が倹出され主しだが、 地下飲サリン坦件ではこの加水分冒芦物旦12例中2例しか検出でき」
ゞ
、 議判者の

病院搬入時の臨床已録と現場からサリンが検出された事実から死因を甘t定することしかできない状況にあ

り支しだ。 そこで、 逍休からサリンを検出 ・詞明することiこよって急忙j:サリン中鸞の確定診断を行うため

に、 赤伽誌アセチJレコリンエステラ ー ゼに結合したサリンのリン餃基をアルカ〗フカスファタ ー ゼに上り

酵素的戸分解、検出することしこより、歓害者の死囚を急性サリン中笥ど倅定しました(Toxicol Appl Pharmacol 

1997; 144: 198-203)。 主だ、 サリン ・ ソマンと 1 戸じリン認基を特つぶ［しい有機りン斉I」[bis (isopropyl methyl) 

phosphonate (BIMP), bis (pinacolyl methyl) phosphonatc (BPMP)]を合成し(J Chromatogr B 1997; 70 I :9-17)、 こ
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